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１ はじめに

ソフトグレーンサイレージ 以下 用は、籾米で

のフレコン出荷で乾燥調製を必要としないため、水

稲作の効率化には有効である。一方でサイレージ調

製可能な量を計画的に出荷することと籾水分を粉砕

機の適応籾水分である 以下にすることが求めら

れているが、通常耕種農家は収穫時にこれらの情報

を得ることはできない。近年、市販化された収量セ

ンサ付きコンバインは、収穫をしながら籾の収量と

水分を計測できるため、有効性が高いと考えられた。

そこで、「秋田 号」を用いた 用籾米生産ほ場

において、収量センサ付き自脱型コンバインで収穫

作業を行い、収穫作業の能率と籾の重量および水分

の測定精度について検討した。

２ 試験方法

試験場所・土壌条件：秋田県能代市常盤 （農）能

代グリーンファーム常盤 ほ場 細粒強グライ土

品種（苗質）・コンバイン収穫日・耕種概要：「秋

田 号」（中苗）・ 年 月 日（晴れ、降雨

なし）、 年 月 日（晴れ、降雨なし）、耕種

概要や収量性については第一報１）の通り。

供試機材： 条自脱型食味収量センサ付きコンバ

イン（ 年 社 型（ ｋ ）、 年

社 型（ ｋ ））

収穫体系： 条自脱型コンバインにより回り作業

で収穫し、農道で直接出荷用フレコン（ 社

型、 タイプ）に排出した。その後、収穫作業

と並行して、ユニック付き２ トラックで大型トラ

ックへの積み替え場所（ほ場からの距離約 ）ま

で運搬した。

籾の重量および水分：コンバインの排出 回ごと

にコンバイン測定によるグレンタンク内の籾重量と

水分の測定値を表示した。排出中 ～ 秒ごとに少量

ずつ籾を採取し、乾熱法（ ℃、 時間）により

水分を測定した。籾重量は吊り下げ秤（ 社

型）を用いて、計測した。

３ 試験結果及び考察

収穫作業能率

、 年のコンバインによる収穫作業時間は

それぞれ、 、 であった。 年の作

業時間が 年より 時間長いのは、作業内訳

の刈り取り時間が長いことによるもので、これは、

年は収量が多く、倒伏程度がやや大きいこと１）

とコンバインの機関出力が 小さいためと考

えられた（表１）。

作業内訳では、排出調整（主にフレコンの入替）と

運搬トラック待ちの合計が作業全体の ～ を占

めた（表１）。作業を効率化するためにはこれら作業

の改善が必要と考えられた。

収穫作業時の籾重量と水分の変化

年、 年のコンバイン収穫時の籾排出回数

はそれぞれ、 （最終回は少量）、 回で、１回あ

たりの排出量（吊り下げ秤計測）は、 年で

～ 回（最終回除く）、 年で ～

回であった（表２、３）。刈り取り開始時

の籾水分（乾熱法）は 以上であったが、作業中

に ～ ポイント低下し、作業終了までに 以下に

なった（表２、３）。

コンバイン測定による籾の重量と水分の精度

排出ごとのコンバイン測定による籾水分と乾熱法

との差は、 年で－ ～＋ ポイント、

年で－ ～＋ ポイントであった。ほ場全体では

両年ともコンバイン測定が で、乾熱法との差

は－ ポイントであった。 年、 年の単回

帰 はそれぞれ、 、 であり、ほ場で籾

水分を把握するための精度としては、十分な精度と

考えられた（表２、３、図１）。

排出ごとのコンバイン測定による籾重量と秤測定

との差は、 年で－ ～＋ 、 年で－

～＋ であった。ほ場全体でのコンバイン測定

による籾重量は 年で 、 年で

であり、秤測定との差は ～ であっ

た。排出ごとの調査での単回帰 も高いことから、

コンバイン収穫しながら精度よく、籾重量を測定で

きると考えられた（表２、３、図２）。
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４ まとめ

「秋田 号」を用いた 用籾米生産ほ場におい

て、出荷前に籾の水分と重量を測定することを目的

に、 条収量センサ付き自脱型コンバインによる収

穫作業能率とコンバインで測定される籾の水分と重

量の精度を検討した。収穫作業時間は ～

で、内訳では排出調整と運搬トラック待ち

が ～ を占めた。この作業の短縮が作業の効率

化につながると考えられた。コンバインで測定され

る籾水分と重量は、十分な精度を有しており、収量

コンバインは出荷前に籾の水分や重量を把握するた

めに有効と考えられた。

本報告の一部は、攻めの農林水産業の実現に向けた

革新的技術緊急展開事業「東北日本海側多雪地域に

おける耕畜連携を特徴とした低コスト大規模水田輪

作体系の実証」で得られた成果である。食味・食味・

収量センサ付きコンバインは（株）クボタに貸与し

て頂き、収穫作業で協力を頂きました。

関係各位に感謝する。
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表１ コンバイン収穫の作業時間とその内訳

年次

刈り取り 籾排出 排出調整 運搬トラック待ち ほ場内移動 調整・その他

作業時間(h/ha)

割合(%)

作業時間(h/ha)

割合(%)
注１）排出調整は主にフレコンの交換、準備である。

全作業
時間

内訳

乾熱法

コンバイン 12回目除く

吊り下げ秤

コンバイン 切片=0

籾水分(%)

籾重量(kg)

単回帰 r
コンバイン排出回 籾水分 籾重量

コンバイン排出時刻 ほ場平均 ほ場合計

表２ コンバイン排出ごとの籾水分及び籾重量のコンバイン測定値と乾熱法、吊り下げ秤の比較（ 年）

表３ コンバイン排出ごとの籾水分及び籾重量のコンバイン測定値と乾熱法、吊り下げ秤の比較（ 年）

乾熱法

コンバイン

吊り下げ秤

コンバイン 切片=0

注）10月15日10:30～15:20（12:08～13:19は昼休み）に作業した

籾水分(%)

籾重量(kg)

コンバイン排出回 籾水分 籾重量
単回帰 r

コンバイン排出時刻 ほ場平均 ほ場合計
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図１ コンバイン測定と乾熱法の籾水分の関係 年
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図２ コンバイン測定と実測の籾重量の関係（ 年）
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